
プログラム内容は変更になる可能性がございます。

２０１8年    8月29日（水） 10:00～１７：００
２０１8年11月26日（月） 10:00～１７：００
２０１9年   2月26日（火） 10:00～１７：００

会 期

狙 い

日本能率協会 研修室（東京都 港区 芝公園）会 場

山田　朗  株式会社日本能率協会コンサルティング　コンサルタント
中川　優  一般社団法人日本能率協会　エキスパート、他

講師陣

積極的に社会課題に本業を通して取り組むことを表明する企業が増えてきた。金融機関の方も、過去の財務状況だけではなく、SEG（社会・環境・ガバナン
ス）の観点から企業評価に熱を入れ始めた。新聞報道によれば、SEG銘柄と言われる企業の株価が上昇しているという傾向が昨年以降続いているという。こ
の取組みの基礎となるのが、国連のSDGｓ「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」である。
ところでISO14001が改訂され、“移行段階”から効果的な“活用段階”に入っている。今回の改訂に先立ち、ISO中央事務局はISO１４００１：２０１５年版と

ISO２６０００（企業の社会的責任）の整合をとることをエキスパート達に指示していた。SDGｓやESGとの相性がいいように設計されているのである。　　　
そこで本セミナーでは、ISO１４００１：２０１５年版で効果的なSDGｓの計画、実施するために本セミナーを開催する。

SDGsとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。2015年の国連サミットで採択されたもので、国連加盟（193か国）
が2030年までに達成するために掲げた持続可能な17の目標です。中期経営計画やCSR戦略を立案する際に検討のインフラとして活用する企業が急速に
増えてきました。

ISO１４００１管理責任者・事務局、CSR、経営戦略部門、広報・IR部門参加対象

① SDGｓとISO14001要求事項の関連を明快に解説します。　② 中期環境計画やCSR戦略立案に具体的に寄与します。
③ 企業の実例と演習により概念ではなく実践的に学びます。特　長

プログラム

【SDGｓとは】

1.貧困をなくそう
あらゆる場所で、あら
ゆる形態の貧困に終
止符を打つ

7.エネルギーをみん
なに、そしてクリーン
に
すべての人々に手ご
ろで信頼でき、持続可
能かつ近代的なエネ
ルギーへのアクセス
を確保する

13.気候変動に具体
的な対策を
気候変動とその影響
に立ち向かうため、緊
急対策を取る

2.飢餓をゼロに
飢餓に終止符を打ち、
食料の安定確保と栄
養状態の改善を達成
するとともに、持続可
能な農業を推進する

8.働きがいも経済成
長も
すべての人々のための持
続的、包摂的かつ持続可能
な経済成長、生産的な完全
雇用およびディーセント・ワ
ーク（働きがいのある人間
らしい仕事）を推進する

14.海の豊かさを守
ろう
海洋と海洋資源を持
続可能な開発に向け
て保全し、持続可能な
形で利用する

3.すべての人に健康
と福祉を
あらゆる年齢のすべ
ての人々の健康的な
生活を確保し、福祉を
推進する

9.産業と技術革新の
基盤をつくろう
強靭なインフラを整
備し、包括的で持続可
能な産業化を推進す
るとともに、技術革新
の拡大を図る

15.陸の豊かさも守
ろう
陸上生態系の保護、回復およ
び持続可能な利用の推進、森
林の持続可能な管理、砂漠化
への対処、土地劣化の阻止お
よび逆転、ならびに生物多様
性損失の阻止を図る

4.質の高い教育をみ
んなに
すべての人々に包摂
的かつ公平で質の高
い教育を提供し、生涯
学習の機会を促進す
る

10.人や国の不平等
をなくそう
国内および国家間の
格差を是正する

16.平和と公正をす
べての人に
持続可能な開発に向けて平和
で包摂的な社会を推進し、すべ
ての人に司法へのアクセスを
提供するとともに、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で責任あ
る包摂的な制度を構築する

5.ジェンダー平等を
実現しよう
ジェンダーの平等を
達成し、すべての女性
と女児のエンパワー
メントを図る

11.住み続けられるま
ちづくりを
都市と人間の居住地
を包摂的、安全、強靭
かつ持続可能にする

6.安全な水とトイレを
世界中に
すべての人々に水と
衛生へのアクセスと
持続可能な管理を確
保する

12.つくる責任 つか
う責任
持続可能な消費と生
産のパターンを確保
する

17.パートナーシップ
で目標を達成しよう
持続可能な開発に向
けて実施手段を強化
し、グローバル・パート
ナーシップを活性化
する

ISO１４００１:２０１５とCSRの関係
SDGｓとは何か？ 何故いまSDGｓか？

10:00～12:00 1

2 SDGｓを実施するために何故ISO１４００１：２０１５有効なのか？13:00～14:00

3【演習】
演習①：自社の外部および内部課題とSDGｓの関係を理解する
演習②：自社のリスク及び機会とSDGｓの関係を理解する

14:00～15:30

4 SDGｓ運用管理、及びPDCA、監査、レビューのポイント15:30～16:３0

5 Ｑ＆Ａ16:30～17:00

（昼食 12:30～13：30）

SDGｓ実践セミナーSDGｓ実践セミナーSDGｓ実践セミナーSDGｓ実践セミナー
～ISO14001でSDGｓをどう回すか～～ISO14001でSDGｓをどう回すか～～ISO14001でSDGｓをどう回すか～～ISO14001でSDGｓをどう回すか～

本教育研修プログラムは、一般社団法人日本能率協会　審査登録センターの第三者審査登録活動とは峻別された独立した活動です。

ISO研修事業部
TEL 03（3434）1242（直通）　FAX 03（3434）1243　E-mail : isoweb@jma.or.jp https://isoweb.jma.or.jp

ISO１４００１:２０１５年版の活用シリーズ



開催日程

【連絡希望事項欄】

JMAマネジメントスクール行

参加料

参加申込規定
03-3434-5505FAX https://isoweb.jma.or.jp/

ホームページでのお問い合せ・お申込みは

FAX送信方向 参加申込書

DK

一般社団法人日本能率協会　法人会員
JMAQA登録者
会　　員　　外

（税抜）

36,000円/1名
36,000円/1名
41,000円/1名

SDGｓ実践セミナー ～ISO14001でSDGｓをどう回すか～

会社名
（正式名称）

所　属
役職名

所在地
〒

〒

〒

TEL

FAX

申込責任者

メール配信

メール配信

希望

希望

希望

申込責任者と異なる場合はご記入ください。

申込責任者と異なる場合はご記入ください。

□ する □ しない

□ する □ しない

□ する □ しない

メール配信

氏  名

所在地

所在地

参加料
（税抜） 円 ×

ふりがな

Eメール

所　属
役職名

Eメール
受付No.

受付No.

所　属
役職名

Eメール

ふりがな

ふりがな

ふりがな

氏  名

参
加
者
①

参
加
者
②

参加証・請求書はこの方あてにお送り致します。それ以外をご希望の場合は、【連絡希望事項欄】へご記入ください。

TEL (　　　　　）

(　　　　　）

(　　　　　）

(　　　　　）

(　　　　　）

(　　　　　）

FAX

TEL

お振込予定日

月 日

FAX

円名 合計

参加証発行日 請求書発行日 領収日

参加申込書

2018.6　第3版

ご注意
・ お申込みをいただいた方にはセミナーインフォメーションをお送りすることがあります。
・ 講演の録音・撮影はご遠慮ください。
・ テキストは会場でお渡しします。参加者以外の方にはテキストをおわけしません。
・ 開催可能な人数に満たない場合は、開催中止または延期する場合があります。

参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の方もご都合がつかない場合は、
下記によりキャンセル料を申し受けますのでご了承ください。

万一キャンセルの場合は必ずファックスにてご連絡ください。

開催7日前（開催初日を含まず起算）～前々日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 参加料の30％
開催前日および当日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 参加料全額

参加申込方法

キャンセル規定

※テキスト（資料）費・昼食費が含まれております。
※本事業終了時の消費税率を適用させていただきます。
※法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
　httpｓ://www.jma.or.jp/membership/

申込書に必要事項をご記入のうえ、FAXをお送りいただくか、ホームページから申込みいただけれ
ば正式申込みとして受領されます。開催間際のお申込みは、ご参加いただけないこともあります。
あらかじめ電話でご確認ください。
電話ではご予約のみの承りになります。その場合でも、申込書は必ずお送りください。
参加証・請求書は開催1カ月前から発送いたします。なお、１か月以内のお申込みの時は、申込書受
領後1週間ほどで参加証・請求書を発送いたします。
参加料は開催前日までに請求書の銀行口座へお振込みください。開催後のお振込みの場合は、請
求書の「入金連絡票」にてお振込み日をご連絡ください（振込み手数料は貴社でご負担ください）。

①

②
③

④

□ 2018年  8月29日（水） 
□ 2018年11月26日（月） 
□ 2019年  2月26日（火）

一般社団法人 日本能率協会　ISO研修事業部
ＴＥＬ ： 03-3434-1242（直通）　　FAX ： 03-3434-1243

プログラム内容のお問い合せ先

個人情報のお取扱いについて
一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は小会ホームページに
て掲載されております、小会の個人情報等保護方針(httpｓ://www.jma.or.jp/privacy/)をご覧
ください。なお、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、本催し物に関する確認・連絡・運営、本
研修修了（または受講）者の本人確認と証明書の発行・管理、および小会主催の関連催しのご案内
送付等に使用させていただきます。

小会法人会員にご入会いただくとセミナー参加料金割引などのサービスがございます。
セミナー参加申込に併せ小会法人会員へのご入会を是非ご検討ください。
詳細は→httpｓ://www.jma.or.jp/membership/

法人会員入会のおすすめ

会場案内

免責事項
天災地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等の機関のサービスの停止、官公庁の指示等の小会が
管理できない事由により研修内容の一部変更および中止のために生じたお客様の損害について
は、小会ではその責任を負いかねます。

会場は、参加証送付時にご案内します。

参加申込先
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22
FAX : 03-3434-5505　TEL : 03-3434-6271（直）   e-mail : seminar@jma.or.jp 
（受付時間）月～金曜日9：00～17：00（ただし祝日を除く）
URL  https://school.jma.or.jp/（セミナーの最新案内など各種情報をご案内）

一般社団法人日本能率協会 JMAマネジメントスクール
　

□ 一般社団法人日本能率協会
　 法人会員

□ 会員外
□ JMAQA登録者


